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一

市
で
は
、
平
成
稗
年
３
月
の
開
館
を
目
ざ
し
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
事
業
を
進
め
て
お

り
、
こ
の
度
、
設
計
業
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
基
本
構

想
に
基
つ
き
、
現
在
は
市
民
会
館
内
に
あ
る
図
書
館
本
館
と
、
中
央
公
民
館
を
複
合
化
さ
せ
た
施

設
と
し
て
、
新
た
に
建
設
す
る
も
の
で
す
。
今
号
で
は
、
事
業
の
経
過
お
よ
び
現
状
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

長
ｍ
人
で
織
成
す
る
「
生
涯
学
習
い
て
の
あ
り
方
と
配
置
」
、
「
手

６
社
の
提
案
を
セ
ン
タ
ー
設
計
者
鑿
襄
員
含
賀
沼
公
園
お
よ
び
環
境
と
の
あ
り

か
ね
じ

雷
査
萎
員
長
岡
本
包
治
川
村
学
園
室
誉
、
５
つ
の
テ
ー
マ
に
っ

女
子
大
学
教
授
）
を
設
置
し
、
設
い
て
設
計
業
者
６
社
か
ら
提
案
書

市
で
は
、
生
涯
学
習
・
図
書
館
．
計
業
者
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。
を
出
し
て
も
ら
い
審
査
し
ま
し
た
。

Ｑ

建
築
な
ど
各
分
野
の
学
識
経
験
者
選
定
の
方
法
と
し
て
は
、
「
図
そ
の
結
果
、
（
株
崗
田
新
一
設

や
社
会
教
育
関
係
者
、
市
関
係
部
瞥
館
と
公
民
館
の
複
合
施
設
に
つ
計
事
務
所
か
ら
提
示
さ
れ
た
案
が
、

心
が
け
、
計
画
地
の
西
側
に
堅
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
機
能

我
ン
干
設
の
機
ゞ

ｊ称仮１

公
園
に
隣
接
し
た
場
所
に
「
水
鳥

の
広
場
」
を
設
け
、
こ
こ
か
ら
伸

び
る
通
路
に
よ
っ
て
、
図
沓
館
と

公
民
館
の
利
用
者
の
「
出
会
い
」

（
交
流
機
能
）
を
持
た
せ
て
い
る

な
ど
、
全
体
と
し
て
開
放
感
を
与

え
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
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市
で
は
、
昨
年
、
市
民
か
ら
の

公
募
委
員
を
含
む
「
生
涯
学
習
複

合
施
設
建
設
懇
談
会
」
（
梅
田
美

保
委
員
長
）
を
設
置
し
、
図
書
館

や
公
民
館
利
用
者
、
サ
ー
ク
ル
団

体
な
ど
を
対
象
に
実
施
し
た
「
生

涯
学
習
複
合
施
設
に
関
す
る
ア
ン

ら
高
い
評
価
を
得
て
、
採
用
と
な

り
ま
し
た
。
（
左
図
は
そ
の
一
部
）

市
で
は
、
こ
の
提
案
書
を
基
に

市
民
の
皆
ざ
ん
か
ら
の
ご
意
見
な

ど
を
伺
っ
て
ざ
ら
に
検
討
を
加
え
、

平
成
ｎ
年
度
に
「
基
本
設
計
」
・

「
実
施
設
計
」
を
行
い
ま
す
。

工
事
着
手
は
理
年
度
の
予
定
で

す
。

鯨 建
設
基
本

構
想
を
策
定
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、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民

の
憩
い
の
場
で
あ
る
手
賀
沼
公
園

の
隣
接
地
に
、
２
階
建
て
延
べ
床

面
穣
約
４
０
０
０
㎡
の
施
設
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

周
辺
の
自
然
景
観
と
の
調
和
に

ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
う
な
ど
、
多

く
の
市
民
の
皆
ざ
ん
か
ら
貴
亜
な

提
言
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

こ
れ
ら
の
意
見
や
要
望
を
参
考

に
、
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設

基
本
椛
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
基
本
椛
想
に
基
づ
い
て
、

今
回
の
設
計
業
者
の
提
案
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

施
設
の
概
要

二平面イメージ図（1階・2階）

光
発
電
を
利
用
し
た
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
も
取
り
組
み
「
環
「
我
孫
子
地
区
図
書
館
」
と
し

境
共
生
型
」
の
施
設
と
す
る
一
方
、
て
位
置
づ
け
ま
す
が
、
中
央
館
的

高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
方
、
子
ど
な
役
割
も
兼
ね
備
え
た
施
設
と
し
、

も
な
ど
す
べ
て
の
利
用
者
が
使
い
蔵
沓
数
加
万
２
０
０
０
冊
、
Ａ
Ｖ

や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
「
バ
リ
資
料
言
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
・

ア
フ
リ
ー
」
を
導
入
し
ま
す
。
カ
セ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
）
８
０
０
０
点

計
画
地
東
側
の
「
駐
車
場
」
は
、
を
収
納
す
る
機
能
を
有
し
ま
す
。

公
園
利
用
者
と
共
用
し
、
北
側
の
一
般
図
書
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
中

都
市
計
画
道
路
の
歩
道
と
の
間
に
学
・
高
校
生
向
け
図
書
、
外
国
人

は
緑
地
帯
、
場
内
に
は
高
木
を
配
用
図
書
、
Ａ
Ｖ
、
雑
誌
・
新
聞
、

し
て
「
林
の
中
の
駐
車
場
」
の
よ
地
域
参
考
図
書
、
図
瞥
検
索
用
端

う
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
ま
す
。
末
機
、
閲
覧
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を

環
境
面
で
は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
．
設
置
し
ま
す
。

リ
ー
チ
碑
か
ら
南
側
に
あ
る
既
存
ま
た
、
児
童
図
瞥
ス
ペ
ー
ス
に

の
樹
木
を
活
か
し
て
、
隣
接
す
る
は
、
読
書
相
談
、
閲
覧
、
児
童
用

住
宅
街
と
の
間
に
緑
の
緩
術
帯
を
盗
料
検
索
、
く
つ
ろ
ぎ
・
お
話
な

設
け
、
周
辺
地
域
へ
の
環
境
に
も
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

配
慮
し
ま
す
。
ざ
ら
に
、
屋
外
ス
ペ
ー
ス
で
の

さ
ら
に
、
災
害
に
強
く
非
常
時
読
書
・
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

に
は
、
我
孫
子
南
地
域
の
避
難
場
Ⅱ
次
べ
Ｉ
ジ
ヘ
続
く
Ⅱ
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Ⅱ
前
ペ
ー
ジ
か
ら
Ⅱ

と
と
も
に
、
視
覚
障
害
者
サ
ー
ビ

ス
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
対
面
朗
読
室

を
設
け
ま
す
。

公
民
館
の
機
能

「
我
孫
子
地
区
公
民
館
」
と
し

て
位
置
づ
け
ま
す
が
、
中
央
館
の

機
能
を
持
ち
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
た
学
習
の
場
を

質
的
・
量
的
に
拡
充
で
き
る
よ
う

に
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
学
習
に
も
利

用
で
き
る
集
会
室
や
学
習
室
、
着

付
け
や
生
け
花
な
ど
幅
広
い
活
動

に
対
応
す
る
和
室
、
調
理
だ
け
で

な
く
会
食
も
で
き
る
調
理
室
、
絵

画
・
手
工
芸
・
茶
道
な
ど
の
創
作

活
動
に
対
応
で
き
る
工
作
室
を
配

置
し
ま
す
。

ま
た
、
学
習
活
動
を
支
援
す
る

た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
拠

点
と
な
る
交
流
室
、
学
習
中
の
施

設
利
用
者
の
子
ど
も
を
対
象
と
す

る
幼
児
託
児
室
、
資
料
室
、
利
用

新
し
い
図
書
館
と
公
民
館
は

市
民
の
皆
ざ
ん
の
待
望
の
施
設

で
す
。
バ
ブ
ル
時
代
の
よ
う
な

豪
華
な
も
の
で
は
な
く
と
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
智
恵
を
集
め

て
、
本
当
に
使
い
や
す
い
、
真

に
質
の
高
い
も
の
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
手
賀
沼
公
園
と
一
体

化
し
た
手
賀
沼
の
自
然
を
感
じ

○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

身
近〃

}

な

施
設
で
心
豊
か
に

市
長
幅
燭
浩
彦

写

、者
用
の
作
業
・
備
品
室
等
を
設
置
用
し
た
歴
史
資
料
、
手
賀
沼
の
自

し
ま
す
。
然
や
環
境
保
全
に
関
す
る
査
料
を

展
示
し
ま
す
。

今
回
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
提
案
）
関
係
図
書

お
よ
び
審
査
の
結
果
を
、
次
の
日
程
で
公
開
し

ま
す
。

▼
日
程
４
月
岨
日
（
金
）
か
ら
”
日
（
祝
）
ま
で

▼
場
所
市
役
所
本
庁
市
民
ホ
ー
ル
、
教
育
委

員
会
、
市
民
図
書
館
本
館
、
中
央
公
民
館
、
湖

北
地
区
公
民
館
（
た
だ
し
、
市
役
所
・
教
育
委

員
会
は
土
曜
．
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ
教
害
果
蒼
畳
云
社
会
教
育
課
恋

〆
（
蹄
）
１
１
５
１

、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望
の
多
か
っ

た
「
交
流
・
休
憩
ス
ペ
ー
星
は
、

利
用
者
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
、

人
と
の
出
会
い
の
場
と
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
文
化
資
産
を
活

る
施
設
、
白
樺
派
を
は
じ
め
多
く
で
、
温
水
プ
ー
ル
は
健
康
づ
く

の
文
人
墨
客
が
活
躍
し
た
我
孫
子
り
や
リ
ハ
ビ
リ
に
最
適
で
す
。

の
歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
場
に
し
た
般
近
は
、
高
齢
者
の
水
中
ウ

い
と
考
え
ま
す
。
オ
ー
キ
ン
グ
も
普
及
し
て
き
て

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
い
ま
す
。

も
が
意
欲
を
持
っ
て
学
び
続
け
る
市
民
の
皆
ざ
ん
の
要
望
が
最

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
生
も
強
い
施
設
で
す
。
正
式
の
競

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
拠
点
と
技
会
を
開
く
公
認
プ
ー
ル
や

な
る
で
し
ょ
う
。

民
間
に
あ
る
よ
う
な
大
規
模
な

○ 交
流
ス
ペ
Ｉ
ス

少

６
社
の
提
案
を
公
開

子
高
齢
社
会
を
迎
え
る
な
か

温
水
プ
ー
ル

般
近
は
、
高
齢
者
の
水
中
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
も
普
及
し
て
き
て

い
ま
す
。

市
民
の
皆
ざ
ん
の
要
望
が
最

も
強
い
施
設
で
す
。
正
式
の
競

技
会
を
開
く
公
認
プ
ー
ル
や

民
間
に
あ
る
よ
う
な
大
規
模
な

レ
ジ
ヤ
ー
プ
ー
ル
で
な
く
て
も
、

で
き
る
限
り
身
近
な
利
便
の
良

い
場
所
に
、
早
期
に
実
現
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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｢温水プール」について
市民の皆さんのご意見をお聞きかせください

市では、西地域（つくし野地区）に温水プールを建設す

るため、平成11年度予算案に基本設計費を計上することを

提案しました。しかし、市議会からは、①温水プールは、

財政的に2カ所可能なのか②つくし野地区は住宅地であ

るため、交通や環境等で問題はないかなどの意見が出さ

れ、賛同が得られませんでした。このため市では、予算計

上を見送り、できるだけ早期に建設できるよう、改めて温

水プールの整備・運営方法や設置場所などについて検討し

ていきます。今号では、これまでの経過と市の考え方をお

知らせするとともに、ご意見やご要望をお聞きすることに

しました。

＊市有地有効利用のための土地集約化

市では、つくし野地区の未利用の市有地と寄付された土地

に隣接する民有地を交換することより、土地の集約化を図り

ました。これにより合わせて3180㎡の土地を確保。

＊温水プール設置検討協議会での検討結果

平成7年7月に「温水プール設置検討協議会」を設置し、

整備方針をまとめました。この中で総合運動公園ゾーンに設

置する温水プールは、老人福祉センターつつじ荘との複合化

やクリーンセンターの余熱利用の検討など、相当の準備期間

が必要なことから、つくし野地区を先行して整備することと

し、民間事業者との共同事業化など、民間活力の導入を検討

することにしました。

温水プール施設整備の経過 ＊民間活力導入や都市建設公社での事業化の検討

市が用地を提供し、施設建設、運営を民間事業者が行う方

法で業者選定を行いましたが、採算性の面から市民開放の時

間が少なく、業者選定には至りませんでした。

さらには、市が施設を建設し、民間が運営を行う方法や、

(財)我孫子市都市建設公社での事業化も検討しましたが、そ

れぞれ法律上の制約や建設費の償還が見込めないことなどか

ら断念しました。

＊当初の整備計画とその後の見直し

温水プールは、平成2年に策定した「社会教育基本計画」

で、総合運動公園ゾーンと我孫子地区・布佐地区の計3カ所

に整備することにしました。

しかしその後、財政状況や地理的条件などを考慮し、平成

10年3月に市の東地域、西地域（つくし野地区）に計2カ所
整備することに見直しました。

＊公設・公営・民間委託で議会へ提案

市で施設建設、運営を行い、管理の一部を民間に委託する

方法で整備することにし、3月定例市議会に温水プールの基

本設計費を提案しましたが、市議会の賛同を得ることができ

ず、平成l1年度予算での計上は見送ることにしました。

＊市民意識調査の結杲

平成5年に行った市民意識調査では、「温水プール」が市
民要望が最も強い施設という結果になりました。

＊東急スポーツ・オアシスの閉鎖と公共用地の寄付
平成6年12月につくし野地区にある「東急スポーツ・オア

シス」の閉鎖が表明され、翌年3月に閉鎖反対と存続の陳情
が市議会で採択されましたが、4月には閉鎖されました。
これに伴い、6月に東急不動産(株)、東急スポーツ・オア

シス閉鎖反対委員会、我孫子市の三者で「覚書」を締結し、
東急不動産(株)は、住民や市の強い要望を受け、市に公共用
地として2000㎡を寄付することになりました。

＊今後の方針

今後は、できるだけ早期に温水プールを建設できるよう、

改めて整備・運営方法や設置場所などについて、市民の皆さ

んのご意見ご要望をお聞きしながら検討していきます。

スポーツ・オァ

ｵと存続の陳情

きれました。

〈ポーツ・オア

島」を締結し、

ﾅ、市に公共用

した。

シス」の閉鎖が表明さ

が市議会で採択されま
’

ご意見ご要望については、〒270-1166我孫子1684

教育委員会体育課公(85)1151までお寄せください。

－

－－､一一．一



(3) 鏡 び 第995号
一

こ1999．4．16

平
成
ｎ
年
３
月
瓢
日
を
も
っ
て
、

新
井
洋
収
入
役
と
中
村
宏
教
育
長

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

柵
紺
瀞
細
蔵
尉
退
任

新
井
洋
収
入
役

市鰄内の課の配置が
変わりました

h

I

、

新井洋氏中村 宏氏

4月1日から保健福祉部の組織機構が変更され

たことに伴い、市役所本庁脇に庁舎分館を設置し、

市役所内の課の配置を変更しました。

今回は、本庁､分館、東・西別館の各課の配置

をお知らせします。

※図中の底享1が､配置変更になった課です。
し問い合わせ管財課冠(85)1111内線221

新
井
氏
は
昭
和
お
年
、
当
時
の

我
孫
子
町
役
場
に
奉
職
し
、
こ
れ

ま
で
議
会
事
務
局
長
、
企
画
財
政

部
長
、
市
民
部
長
、
総
務
部
長
な

ど
市
の
要
職
を
歴
任
。
平
成
８
年

７
月
１
日
か
ら
は
収
入
役
に
就
任

し
、
市
政
発
展
の
た
め
に
尽
力
き

れ
ま
し
た
。

中
村
氏
は
昭
和
翠
年
、
小
学
校

教
諭
と
な
り
、
県
教
育
庁
東
葛
飾

出
張
所
管
理
課
長
、
我
孫
子
第
一

小
学
校
長
な
ど
を
歴
任
。
昭
和
錘

年
哩
月
か
ら
市
教
育
委
員
を
務
め
、

平
成
元
年
、
月
３
日
か
ら
教
育
長

に
就
任
し
、
教
育
の
向
上
に
尽
く

ぎ
れ
ま
し
た
。

I
本庁1階lllllllllⅢ西別館2階

会
計
課鶚

’’

’
福
祉
総
合
相
談
室

計
画
担
当

福
祉
総
合
相
談
室

計
画
担
当

ｌ
Ａ
ｌ
議
会
棟
へ

会
計
課

収入役室k在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー

手
賀
沼
課

一
一
一
一
一
一
一
一

銀行 市
民
市
民

国
保
年
金
課

国
保
年
金
課

生
活
支
援
課

行
政
情
報

資
料
室

課課 課
税
課

’ 匠
舛
侭
一

エ
レ
ベ

ー
タ
ー ’

男
性

ト
イ
レ

介
護
支
援
課

介
護
支
援
課

’’

卜女
イ性
し

関

菫
福
祉
総
合
相
談
室

総
合
相
談
担
当

｜
’

一
一

西別館3階

Ⅲ自動
発行機

圭
（
市
民
相
談
室

広
報
広
聴
課

隙
ｉ
ｌ
Ｌ
に

情
報

シ
ス
テ
ム
課

｜
’

障害者用
トイレ

ﾄイレﾄイレ 9

／
本庁2階 B

１
Ａ
ｌ
議
会
棟
へ

－

エ
レ
ベ

ー
タ
ー

ト男
ｲ性
し

管
財
課

人
事
課

人
事
課

交
通
整
備
課

文 市
長
室

子
育
て
支
援
課

企
画
課

秘
書
課

トー一一

H
ﾄ女
ｲ性
し

書

’’
課

西別館1階 西別館4階

~豪罰
＝ 二三

、
Ⅱ
４
Ⅱ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
■
１
１

地
域
振
興防

災
課

｜

’

｜
｜
’

耀
堀
一

エ
レ
ベ

ー
タ
ー

行
政
改
革

推
進
室

監
査
委
員

事
務
局

選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

匡
外
曄
爾
棚
朋

選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

監
査
委
員

事
務
局

行
政
改
革

推
進
室

印
刷
室

助
役
室

｜
｜
｜
’|lllll

’
一

Ⅱ
女
性
用

ト
イ
レ

､

’ ■

トイレ

東別館1階 本庁地下
４
月
１
日
付
け
で
、
市
職
員
の

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

課
長
級
以
上
の
異
動
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
（
役
職
名
は
新
し

い
職
名
）

《
部
長
級
》

▽
秘
書
室
長
…
澤
次
男
▽
企
画

財
政
部
長
…
渡
辺
武
▽
総
務
部

長
：
花
島
隆
▽
市
民
部
長
・
・
・
森

田
渉
▽
保
健
福
祉
部
長
…
渡
辺

耕
三
▽
建
設
部
長
…
中
村
友
教

▽
議
会
事
務
局
長
。
：
飯
合
節
夫

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
…

風
澤
光

《
次
長
級
》

▽
企
画
財
政
部
次
長
兼
財
政
課
長

：
・
村
越
隆
▽
企
画
財
政
部
次
長

市
職
員
の
人
事
異
動

女
性
ト
イ
レ

情
報
シ
ス
テ
ム
課

（
電
算
室
）

情
報
シ
ス
テ
ム
課

（
電
算
室
）

収
＃
課
一
圭

収
税
課

施
設
建
設
課

建
築
指
導
課

都
市
計
画
課

都
市
計
画
課

宅
地
課

公
園
緑
地
課

区
画
整
理
課

男
性
ト
イ
レ

職
員
玄
関

圭兼
収
税
課
長
：
・
坂
上
正
之
▽
総

務
部
次
長
兼
文
書
課
長
．
：
水
内
昭

▽
経
済
環
境
部
次
長
兼
農
政
課
長

。
：
飯
島
守
▽
経
済
環
境
部
次
長

兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
課
長
…
菊

池
迪
紀
▽
都
市
部
次
長
兼
都
市

改
造
課
長
：
・
根
本
勇
▽
消
防
本

部
次
長
兼
西
消
防
署
長
：
・
海
老
原

志
典
▽
教
育
委
員
会
社
会
教
育

部
次
長
兼
社
会
教
育
課
長
兼
市
史

編
さ
ん
室
長
…
伊
藤
久

《
課
長
級
》

▽
秘
書
課
長
・
・
・
坂
本
良
樹
▽
広

報
広
聴
課
長
：
田
中
修
マ
企
画

課
長
．
：
青
木
章
▽
人
事
課
長
：

丹
羽
健
一
▽
総
務
部
付
け
課
長

．
：
竹
井
正
晴
▽
地
域
振
興
防
災

守
衛
室

売
店

J

1入口 「入口
－＝

ヤ庁舎分館へ
東別館2階

庁舎分館1階女
性
ト
イ
レ

■■■■■■■■■■■■ －

職
員
玄
関
か
ら
‐
」

道
路
課

治
水
課

下
水
道
課

課
長
§
浅
倉
泰
司
▽
福
祉
総
合

相
談
室
長
…
新
田
茂
人
▽
生
活

支
援
課
施
設
長
…
鷲
見
公
雄
▽

子
育
て
支
援
課
長
…
尾
高
朝
雄

▽
手
賀
沼
課
長
：
．
岩
井
和
子
▽

下
水
道
課
長
．
：
川
崎
政
彦
▽
都

市
計
画
課
長
…
高
橋
信
一
▽
建

築
指
導
課
長
…
箕
輪
完
二
▽
行

政
改
革
推
進
室
次
長
…
村
越
克
己

▽
消
防
本
部
総
務
課
長
；
椎
名
治

雄
▽
同
予
防
課
長
：
・
荒
井
和
夫

▽
監
査
委
員
事
務
局
次
長
…
伊
東

幸
雄
ワ
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
長
：
・
竹
林
幸
夫
▽
同
指
導
課

教
育
研
究
所
長
．
：
野
上
純
一
▽

同
図
瞥
館
長
・
・
吉
田
克
英
▽
同

公
民
館
長
…
笈
川
功

一
男
性
ト
イ
レ
ｒ
Ｉ
Ｉ
ＩＩ

男
性
ト
イ
レ

ⅡI

都
市
建
設

公
社

入口

辿雲

陸
外
伝
一

ト
イ
レ

駐
車
場

男性トイレ

女性トイレ
商
工
観
光
課

農
政
課

農
業
委
員
会
事
務
局
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景
観
条
例
の
施
行
に
と
も
な
い

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
景
観
形

成
に
反
映
き
せ
る
た
め
に
、
景
観

審
識
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
審
議
会
は
、
市
長
の
諮
問

に
応
じ
て
、
景
観
形
成
に
関
す
る

重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す

る
機
関
で
す
。
市
民
の
方
を
は
じ

め
、
学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
の

代
表
、
市
議
会
議
員
な
ど
巧
人
以

久
遠
苑
に
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
が
新
設
さ
れ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
釦
床
・
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
５
床
が
増
設
き
れ

ま
し
た
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
方
の
、
ざ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

F一一、

Lデー雪ー

Ⅱ

1

あなたの経験を生かしませんか久

毫雲
釜タロ
支
塞
一セ

ニー

ー

U

二一
一

=f

ざナ
I

正三

＝

一セ

ニー

一

I

ラー

ー
シー

ー
ー
一

＝

雫言
＝

一

景観審議会委員を
募集します淫

内
で
術
成
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
の

経
験
を
、
景
観
づ
く
り
に
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
募
集
人
員
３
人

▽
応
募
資
格
市
内
在
住
の
沁
歳

以
上
の
方
（
他
の
審
議
会
等
の
委

員
に
委
堀
き
れ
て
い
る
方
は
除
く
）

▼
任
期
２
年

▼
審
議
会
の
開
催
回
数
必
要
に

応
じ
て
随
時
（
年
３
回
程
度
、
平

日
の
昼
間
開
催
）

▽
選
考
方
法
選
考
委
員
会
に
よ

る
論
文
審
査

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
審

議
会
委
員
応
募
に
当
た
っ
て
の
意

見
・
提
言
を
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
２
枚
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
５
月
、
日
（
月
・
必
着
）
ま

で
に
我
孫
子
１
８
５
８
市
役
所
都

市
計
画
課
景
観
推
進
係
賞
芭
１
１

１
１
内
線
５
７
７
へ
郵
送
ま
た
は

持
参

※
応
募
き
れ
た
原
稿
は
公
表
・
返

却
い
た
し
ま
せ
ん

じ
ま
す
。
介
護
の
必
要
な
方
が
各

種
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
や
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
、
３
６
５
日
、
型
時
間

体
制
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
で
体
の
弱
い
方
の
た
め

に
、
利
用
者
の
自
宅
ま
で
送
迎
を

行
い
、
機
能
訓
練
や
入
浴
、
給
食

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

ご
利
用
の
で
き
る
日
時
は
、
毎

日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

で
す
が
、
希
望
に
よ
っ
て
は
時
間

を
延
長
し
て
の
利
用
（
前
１
時
間
、

後
３
時
間
）
も
で
き
ま
す
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
烏
の
里
（
久
遠
苑
）
」

入
居
者
募
集
中

ひ
と
り
暮
ら
し
や
夫
婦
だ
け
の

高
齢
者
が
、
自
立
し
た
生
活
を
維

持
で
き
る
よ
う
に
工
夫
き
れ
た
軽

平
成
、
年
度
の
工
事
完
了
に
よ

り
、
４
月
１
日
か
ら
次
の
区
域
で

下
水
道
が
使
用
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

下
水
道
は
、
衛
生
的
な
生
活
環

境
の
向
上
や
、
手
賀
沼
の
水
質
浄

化
の
た
め
に
整
備
を
進
め
て
い
る

も
の
で
す
。
区
域
内
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
早
め
に
接
続
工
事
を
行

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
処
理
区
域
が
広
が
り
ま
し
た

識
の
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

壷
歳
以
上
で
、
身
体
や
精
神
に

著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
介
護

を
常
時
必
要
と
し
、
か
つ
、
家
庭

で
介
護
が
受
け
ら
れ
な
い
方
を
対

象
に
し
た
施
設
で
す
。
入
所
の
手

続
き
は
、
市
役
所
介
護
支
援
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シ
ヨ
ー
ト
ス
テ
イ

介
護
を
常
時
必
要
と
す
る
、
ね

た
き
り
、
痴
呆
性
高
齢
者
を
介
護

す
る
方
が
病
気
・
冠
婚
葬
祭
・
学

校
行
事
・
旅
行
な
ど
で
介
護
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
、
短
期
間
、
施

設
に
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
利
用
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
介
護
支
援
課
に
登
録
が
必
要
で

す
。▼

問
い
合
わ
せ
久
遠
苑
（
日
秀

２
０
８
）
垂
（
説
）
３
１
４
１

処
理
開
始
に

な
る
区
域

（
い
ず
れ
も
各
一
部
の
区
域
）

＊
我
孫
子
字
関
東
・
字
北
飯
塚
・

字
走
り
内

＊
並
木
６
丁
目
か
ら
９
丁
目

＊
柴
崎
台
５
丁
目

＊
柴
崎
字
畑
中 接

続
工
事
は
お
早
め
に

＊
寿
２
丁
目

＊
天
王
台
３
丁
目
・
４
丁
目
・
６

丁
目

＊
高
野
山
字
宮
脇
・
字
大
久
保

＊
新
木
駅
南
側
土
地
区
画
整
理
駆

業
区
域

＊
布
佐
字
篠
の
越
・
字
木
戸
・
字

割
地
・
字
和
田
前
・
字
立
野
・
字

葭
立平

成
加
年
度
に
エ
事
を

予
定
し
て
い
る
区
域

（
い
ず
れ
も
各
一
部
の
区
域
）

＊
我
孫
子
字
関
東
・
字
根
切

＊
並
木
５
丁
目
か
ら
７
丁
目
・
９

丁
目

＊
天
王
台
１
丁
目
・
３
丁
目
・
４

丁
目
・
６
丁
目

＊
高
野
山
字
小
暮
・
字
西
野
場
・

字
堤
根
・
字
古
屋
・
・
字
古
屋
下
・

字
宮
脇
・
字
東
小
暮

＊
布
佐
字
三
斗
蒔

はり．きゅう。あんまなどの
費用の一部を補助します

▼市指定の施術所

｜施術所名｜住 所
|有賀鍼灸治療院|台田2－7－53
|長井治療院|緑2－2－1
'須藤マツサージ院中峠2003－9

山口鍼灸院若松134－8

治療室川田湖北台1－18－2

松圃徽灸マッサージ治療院我孫子60－17

吉田マッサージ・セラビー布佐平和台2-11-3

清水鍼灸治療院若松135-5

本木治療院白山l－3-13

川田治療院高野山547

相野谷施術院栄14-3

丸’11治療院布佐1-23-8

電 話
83-2240

82－4583

88-1300

85-2630

88-2105

83-0437

89－3324

82－6202

82－3626

82-3318

82-1610

89－0362

市
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
妬

歳
以
上
の
加
入
者
の
方
が
、
は
り

き
ゅ
う
等
の
施
設
を
利
用
す
る
際

に
、
費
用
を
一
部
補
助
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
妬
歳
以
上
の
国
民
健

禾
付
燗

無
貸
副

市
で
は
、
公
共
下
水
道
へ
の
切

り
替
え
工
事
に
対
し
、
無
利
子
の

貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
貸
付
限
度
額
・
月
賦
償
還
期
間

◎
し
尿
浄
化
槽
（
一
基
）
・
・
加
万

円
以
内
・
知
力
月
以
内

◎
く
み
取
り
便
所
二
梢
）
・
・
小

万
円
以
内
・
”
力
月
以
内

井
戸
水
を
使
っ
て
下
水
道
を
利

用
し
て
い
る
ご
家
庭
で
、
人
数
の

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
届
け
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
・
届
け
出
な
ど
詳
し
く
は

下
水
道
課
管
理
係
愛
芭
１
１
１
１

内
線
５
３
５
へ

下
水
道
に
井
戸
水
を

利
用
し
て
い
る
方
へ

’
』

康
保
険
加
入
者
で
、
保
険
税
を
完

納
し
て
い
る
世
帯
の
方

▼
利
用
方
法
施
設
利
用
券
と
保

険
証
を
持
参
し
、
市
の
指
定
施
術

所
で
診
療
を
受
け
て
く
だ
き
い

▼
利
用
券
の
申
請
国
保
年
金
課
、

５
月
訓
旦
月
）
ま
で
、
地
域
安
全

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

行
楽
期
は
、
外
出
す
る
機
会
が
増

え
、
開
放
感
か
ら
警
戒
心
が
緩
み

が
ち
と
な
り
ま
す
。
「
カ
ギ
」
の
か

け
忘
れ
に
よ
る
侵
入
盗
や
留
守
を

狙
っ
た
空
き
巣
、
乗
り
物
の
盗
難

が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

市
民
、
防
犯
協
議
会
、
誇
察
が

一
体
と
な
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
防

犯
意
識
を
高
め
、
犯
罪
の
発
生
を

ゼ
ロ
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間
中
の
４
月
幻
日
（
火
）
に

は
、
市
内
小
学
校
新
１
年
生
を
対

象
と
し
た
「
誘
拐
防
止
教
室
」
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
お

子
さ
ん
の
安
全
に
つ
い
て
の
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

◎
子
ど
も
の
誘
拐
被
害
防
止

＊
知
ら
な
い
人
に
は
、
つ
い
て
い

か
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
ど
こ
で
、
だ
れ
と
遊
ぶ
の
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
自
転
車
の

一
人
、
ひ
と
り
の
注
意
で
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う

事
故
が
多
発
し
ま
す
。
二
人
乗
り

春
の
地
域
安
全
運
動
実
施
中
吟
灘
鶚
飛
び
出
し
ゞ

。
月
訓
旦
月
）
ま
で
、
地
域
安
全
＊
誘
拐
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
す
る
の
は
や
め
ま
し
よ
》
孔
◎
小
さ
な
被
害
で
も
届
け
出
を

”
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
声
で
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
、
◎
自
転
車
盗
の
防
止
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、
小
さ

姻
楽
期
は
、
外
出
す
る
機
会
が
増
普
段
か
ら
言
い
聞
か
せ
ま
し
ょ
う
。
＊
自
転
車
に
は
必
ず
カ
ギ
を
か
け
、
な
被
害
で
も
必
ず
醤
察
に
届
け
て

開
放
感
か
ら
警
戒
心
が
緩
み
◎
侵
入
盗
の
防
止
チ
ェ
ー
ン
鍵
な
ど
を
し
ま
し
よ
》
Ｚ
く
だ
さ
い
。
皆
ざ
ん
の
届
け
出
が

ち
と
な
り
ま
す
。
「
カ
ギ
」
の
か
＊
ド
ア
の
カ
ギ
は
、
一
つ
で
安
心
＊
自
転
車
防
犯
登
録
を
し
ま
し
よ
犯
人
の
早
期
検
挙
、
新
た
な
犯
罪

」
心
れ
に
よ
る
侵
入
盗
や
留
守
を
せ
ず
に
２
個
以
上
か
け
ま
し
よ
》
Ｚ
う
。
宥
効
期
間
は
７
年
週
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

っ
た
空
き
巣
、
乗
り
物
の
盗
難
＊
留
守
に
す
る
と
き
に
は
必
ず
戸
＊
路
上
に
放
置
せ
ず
、
自
転
車
駐
▽
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

増
加
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
締
り
を
し
、
隣
近
所
に
一
声
か
け
車
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
安
全
課
賞
堅
０
１
１
０

市
民
、
防
犯
協
議
会
、
誇
察
が
ま
し
ょ
丸

笹
な
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
＊
防
犯
ベ
ル
を
設
置
し
、
家
の
ま
健
康
づ
く
り
教
室

「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
』

意
識
を
高
め
、
犯
罪
の
発
生
を
わ
り
を
明
る
く
し
ま
し
ょ
う
。

噸
匠
」
側
屏
慌
幽
匝
陽
隔
扉
時
山
脇
応
伴
胆

しよう

鍼 灸敞
げん

玄
どう

堂
１
１布佐2191 89-1341

院|我孫子170-2
院|天王台1－1－30
院|柴崎台2－7－5
ジ'|布佐2974
院青山台4-21-22

院中峠台14-21

ま湖北台8－1－1

院天王台3-13－1

院柴崎台1－7－5

マ日秀254－19

院布佐1212

灸|中峠1230－8

代田鍼灸

すみ鍼灸

王台健康

越マッサー

洋鍼灸

明堂鍼灸

療院いしじ

鳥鍼灸

辰会 鍼 灸

灸院ナルシ

ざき接骨

療室一

院 82－5560

84－9599

82－8963

89-1394

84-8161

87-0219

88-6318

84-1989

83－6459

88－0829

89-1898

188-5019

各
支
所
に
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参

し
、
交
付
申
請
響
を
提
出

▽
補
助
金
額
１
回
８
０
０
円

Ｔ
日
１
回
、
月
２
回
ま
垂

▽
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
壷

（
お
）
１
１
１
１
内
線
３
２
４

＊
誘
拐
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、

大
声
で
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
、

普
段
か
ら
言
い
聞
か
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
侵
入
盗
の
防
止

＊
ド
ア
の
カ
ギ
は
、
一
つ
で
安
心

せ
ず
に
２
個
以
上
か
け
ま
し
よ
》
Ｚ

＊
留
守
に
す
る
と
き
に
は
必
ず
戸

締
り
を
し
、
隣
近
所
に
一
声
か
け

ま
し
ょ
管
鬼

＊
防
犯
ベ
ル
を
設
置
し
、
家
の
ま

わ
り
を
明
る
く
し
ま
し
ょ
う
。

◎
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
盗
難

防
止

＊
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
に
は

キ
ー
を
抜
き
、
必
ず
ロ
ッ
ク
を
し

ま
し
ょ
う
。

＊
オ
ー
ト
バ
イ
に
は
ハ
ン
ド
ル
ロ

ッ
ク
を
し
、
チ
ェ
ー
ン
鍵
を
か
け

ま
し
ょ
う
。

＊
車
内
に
は
、
免
許
証
や
ハ
ン
ド

バ
ッ
グ
な
ど
の
貴
重
品
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
道
路
や
空
き
地
に
長
時
間
駐
車

望
骨
一
一 淵

「
く
ら
し
に
生
か
そ
う
平
和
惣

法
」
を
テ
ー
マ
に
、
毎
年
５
月
３

日
に
行
っ
て
い
る
懲
法
を
考
え
る

市
民
の
集
い
は
、
今
年
で
、
回
目

を
迎
え
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
と
は
何
か
を
知
り
、

手
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ス
解
消
法

を
身
に
つ
け
て
、
心
の
健
康
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。
（
全
５
旦

▽
場
所
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ

ラ
ザ
（
参
加
識
鉦
避

▽
定
員
和
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
性

▼健康づくり教室日程

第印回

憲法を考える

市民の集い

弓
月日 時間 テーマ 講師

10:00

1
12:00

ストレスの要因
と解消法羽

卵
山

大正大学教授

沢崎達夫
13:00

1
15100

リラクセーショ

ン法

ｵ･－プンセミナー

「レイソル
さわやか

セミナー」

柏ﾚｲｿﾙ罰戎部
テクニカル
アドバイサ差

柱谷幸一

5月

22日

(士）

11:00

1

12:00

加
周
年
を
記
念
し
て
、
テ
レ
ビ

等
で
も
大
活
躍
の
評
論
家
・
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
田
原
総
一
朗
ざ
ん

を
招
き
、
大
い
に
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▽
日
時
。
場
所
５
月
３
旦
祝
）

午
後
３
時
、
市
民
会
館

▽
講
演
「
時
代
を
読
む
」
：
九

世
紀
の
く
ら
し
と
社
会
に
つ
い
て

▼
講
師
田
原
総
一
朗

▼
参
加
費
鉦
料

守
問
い
合
わ
せ
恋
法
を
考
え
る

市
民
の
集
い
実
行
委
員
会
浜
田
壷

（
鯛
）
２
７
８
９

復
ハ
ガ
キ
に
「
ス
ト
レ
ス
解
消
筐
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
砺
話
番
号

を
明
記
し
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
の
表

に
申
込
者
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず

記
入
し
て
、
４
月
配
日
（
水
・
必

着
）
ま
で
に
、
〒
２
７
７
１
０
８

８
２
柏
市
柏
の
葉
４
の
３
の
１
ざ

わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
研
修
課

査
（
抑
）
８
６
０
０
へ

ダ

胡
畑
出

10:00

1

15:00

筑波大学講師

笠井仁
自律訓練法

銅
四
山
一

10:00

1

15:00

大正大学教授

沢崎達夫

アサーシヨン

I､レーニング

覗
卵
出

10:00

1

15:00

筑波大学識師

笠井仁
系統的脱感作法
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４
月
３
日
、
「
ふ
れ
あ
い
工
房
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
式
典
が
行
わ
れ
た
後
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

ざ
れ
、
き
き
布
で
の
敷
物
づ
く
り

や
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
も
の
づ
く

戸
さ
お
り
織
り
に
挑
戦

植木まつ ⑨回
4…日旧,午前,･時から午後‘㈲

楽
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を

ふ
れ
あ
い
工
房
が
オ
ー
プ
ン

I

手賀沼公園多目的広場（小雨実施）
、

今
年
も
恒
例
と
な
っ
た
植
木
ま

つ
り
が
開
催
き
れ
ま
す
。

会
場
で
は
、
庭
木
、
草
花
、
肥

料
の
即
売
会
の
他
、
雨
ち
に
ち
動

物
村
」
や
「
緑
の
ク
イ
ズ
大
会
」

な
ど
、
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。

春
の
一
日
を
、
ご
家
族
で
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
イ
ベ
ン
ト
は
、
天
候
な
ど
に
よ

り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
き
い
・
ま
た

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
腫
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
イ
ベ
ン
ト
Ⅱ

◎
聖
日
（
土
一

第
洞
回
花
埋
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
・

第
杷
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

牢
前
加
時
か
ら
）

園
芸
用
ハ
サ
ミ
研
ぎ
（
午
前
、
時

か
ら
）
１
人
１
丁
で
先
着
１
５
０

人
ま
で
。
大
４
０
０
円
、
小
２
０

０
円

い
ち
に
ち
動
物
村
（
午
前
ｕ
時
か

ら
午
後
４
時
、
途
中
１
時
間
程
度

休
憩
有
り
）
お
種
１
５
０
頭
、
雨

天
中
止
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
（
ポ
ニ
ー

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
工
房
は
、
楽
し
い
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
の
場
。
市
内
在
住

在
勤
、
在
学
の
方
な
ら
ば
、
ど
な

た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
工
房
運
営
協
議
会
で

は
、
次
の
と
お
り
識
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
皆
ざ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◎
布
製
買
い
物
袋
作
り
（
古
布
を

使
っ
て
買
い
物
袋
を
作
り
ま
す
）

▽
日
時
５
月
４
日
（
体
）
午
前
９

時
”
分
か
ら
午
後
０
時
釦
分

▽
定
員
先
着
加
人
（
お
子
ざ
ん

の
同
伴
も
可
小
物
筵
作
り
ま
す
）

▽
参
加
費
５
０
０
円

一
一
れ
ぁ
い
エ
毒
を
華
し
も
一
つ

乗
馬
は
、
３
歳
か
ら
８
歳
ま
で
の

チ
ビ
ッ
コ
対
象
、
時
間
に
よ
り
人

数
制
限
あ
り
、
錐
避

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
（
午
後

１
時
か
ら
）
１
回
釦
円

◎
空
旦
旦

白
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
（
午

前
、
時
か
ら
）

金
魚
す
く
い
（
午
後
１
時
か
ら
）

１
回
”
円

チ
ビ
ッ
コ
も
ち
つ
き
大
会
（
午
後

１
時
犯
分
か
ら
）

◎
聖
日
・
奉
日

花
の
無
料
配
布
（
午
前
、
時
如
分

頃
か
ら
）
両
日
と
も
先
着
２
０
０

０
人

緑
の
ク
イ
ズ
大
会
室
日
は
午
後

２
時
、
奉
日
は
午
後
２
時
如
分
）

園
芸
相
談
（
随
時
）

第
杷
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

（
写
真
）
展
示

緑
の
基
金
募
金
活
動

庭
木
へ
草
花
、
肥
料
の
即
売
会

▽
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課
緑

化
推
進
係
賓
芭
１
１
１
１
内
線
５

４
４
，
５
４
５

▼
持
参
裁
縫
道
具

◎
さ
お
り
織
り
講
習
会

▽
日
時
５
月
４
日
（
体
）
午
前
、

時
か
ら
正
午

▼
定
員
先
着
和
人

▼
参
加
費
５
０
０
円

◎
親
子
で
作
る
牛
乳
パ
ッ
ク
の
エ

作
（
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
お
も

ち
ゃ
、
小
物
入
れ
を
作
り
ま
す
）

▽
日
時
５
月
５
日
（
祝
）
午
前
、

時
か
ら
正
午

▼
定
員
先
蒲
、
人

▽
参
加
費
１
０
０
円

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
い

ず
れ
も
電
話
で
ふ
れ
あ
い
工
房
壷

（
郡
）
５
５
０
０
へ
（
月
曜
日
を
除
く
）

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
来
館
の
際
は
電
車
、
バ
ス

自
転
車
等
を
ご
利
用
く
だ
き
い

｜
あ
び
こ
あ

２
月
丞
日
、
成
田
線
複
線
化
促

進
期
成
会
会
長
の
福
嶋
浩
彦
市
長

と
期
成
会
委
員
の
山
本
忠
雄
市
議

会
議
長
は
、
成
田
線
が
も
つ
と
便

利
に
な
る
よ
う
に
と
、
運
輸
省
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
に
対
し
て
陳
情

を
行
い
ま
し
た
。

烏
の
博
物
館
で
は
、
山
階
鳥
類

研
究
所
、
我
孫
子
野
鳥
を
守
る
会
、

我
孫
子
青
年
会
議
所
の
共
催
で
、

手
賀
沼
探
鳥
会
を
行
い
ま
す
。

第10回
バードウィーク
手賀沼探鳥会

あ
び

売
臺
、
塞
雲
が
達
壷
薑
。
Ｊ
Ｒ
章
日
奉
へ
璋
嶢

一
田
線
を
も
つ
と
便
利
に

手↓
」

初心者の方もお気軽に
あ
れ

特
に
運
輸
省
へ
は
、
県
知
事
、

地
元
選
出
の
国
会
議
員
・
県
議

会
議
員
に
同
行
い
た
だ
き
、
運

輸
政
務
次
官
を
訪
ね
、
成
田
線

部
分
複
線
化
計
画
の
早
期
再
提

示
の
支
援
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
部
分
複
線
化
実
現
ま
で

の
対
策
と
し
て
、
ラ
ッ
シ
ュ
時

の
増
発
、
最
終
電
車
の
延
長
等

に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。

政
務
次
官
は
「
成
田
線
の
現

状
は
、
十
分
認
識
し
て
い
る
。

今
回
の
陳
情
内
容
は
、
Ｊ
Ｒ
に

強
く
要
請
し
た
い
」
と
い
う
意

向
を
示
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
関
係
機
関
と
談
極

的
に
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

当
日
は
、
小
人
数
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
指
導
者
が
解
説
し
ま

す
の
で
、
初
心
者
の
方
で
も
バ
ー

ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
５
月
９
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
正
午
（
雨
天
の
場
合
は
、

手
賀
沼
親
水
広
場
「
水
の
館
」
で
、

烏
の
ス
ラ
イ
ド
と
ビ
デ
オ
の
放
哩

▼
行
程
「
水
の
館
」
入
口
乗
合

～
手
賀
沼
遊
歩
道
～
「
水
の
館
」

前
解
散
（
全
行
程
約
３
迦

▽
対
象
・
定
員
小
学
生
以
上
の

方
、
先
着
２
０
０
人

▼
参
加
費
１
０
０
円
（
資
料
代

含
む
）

▽
持
参
筆
記
用
具
、
図
鑑
・
双

眼
鏡
（
お
持
ち
の
方
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
睡

話
で
５
月
５
旦
祝
）
ま
で
に
鳥
の
博

物
館
實
鍾
２
２
１
２
へ
（
４
月
四

日
、
率
日
、
知
日
を
除
く
）

※
当
日
は
集
合
場
所
の
混
雑
が
予

想
き
れ
ま
す
の
で
、
車
で
の
参
加

は
ご
遠
噸
く
だ
さ
い

』

↓
↑

れ

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
高
齢
者

の
方
た
ち
が
、
気
軽
に
お
話
し
を

し
て
、
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
せ
る

場
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

を
開
設
し
ま
す
。
皆
ざ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
サ
ロ
ン
で
は
、
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
け
る
協
力
会
員
も

あ
わ
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

並
木
小
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

▽
日
時
４
月
お
日
（
金
）
午
前
、

時
か
ら
皿
時
犯
分
、
以
降
毎
月
第

４
金
蝿
日
に
開
催

▼
場
所
並
木
小
学
校
「
ふ
れ
あ

い
の
塗

▽
対
象
並
木
小
学
校
周
辺
に
お

住
ま
い
の
高
齢
の
方

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
寵

話
で
福
田
實
聖
２
７
７
２
へ

湖
北
台
西
小
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

▽
日
時
４
月
墾
日
（
水
）
午
前
、

高
所
で
の
救
助
活
動
に
威
力
を
発
揮
一

新
型
は
し
ご
付
き
消
防
車
を
導
入

消
防
署
に
新
型
の
は
し
ご
付

き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
導
入

き
れ
ま
し
た
。

こ
の
車
両
は
、
車
体
を
水
平

に
保
ち
自
動
的
に
矯
正
す
る

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

言
‐
－
１

ﾛ

あ
び

我係y巾澗防小祁・IIWiH防明
Ｑ
ｌ
Ｕ
ｄ
ｂ
ｄ
ｑ
ｊ
Ｏ
ｄ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｑ
１
１
１
１

q

’
↓
↑

あ
れ L「

ジ
ャ
イ
ロ
式
自
動
傾
斜
矯
正
装

瞳
」
や
、
狭
い
道
路
で
も
容
易

に
進
入
で
き
る
「
四
輪
操
舵
方

式
」
な
ど
、
先
進
の
機
能
が
装

備
き
れ
て
い
ま
す
。

は
し
ご
は
簸
長
玉
・
９
ｍ
、

お
よ
そ
ビ
ル
の
哩
階
の
高
さ
ま

で
伸
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
》

特
に
高
所
で
の
救
助
活
動
に
威

力
を
発
揮
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
所
有
し
て

い
た
、
は
し
ご
車
は
、
酔
年
の

稼
働
を
終
え
て
ベ
ト
ナ
ム
へ
渡

り
、
再
び
活
躍
す
る
予
定
で
す
。

新
し
い
は
し
ご
車
を
見
学
し

た
い
方
は
、
寵
話
で
消
防
本
部

総
務
課
冥
釦
）
７
７
０
０
へ

時
か
ら
ｎ
時
如
分
、
以
降
毎
月
第

４
水
曜
日
に
開
催

マ
場
所
湖
北
台
西
小
学
校
「
地

域
交
流
教
室

▽
対
象
湖
北
台
地
区
に
お
住
ま

い
の
高
齢
の
方

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
砺

話
で
稲
勝
實
理
２
７
４
６
へ

湖
北
地
区
公
民
館
「
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
」

▼
日
時
４
月
妬
日
（
金
）
午
前
、

時
か
ら
ｎ
時
犯
分
、
以
降
毎
月
第

３
金
曜
日
に
開
催

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
対
象
日
秀
・
新
木
・
古
戸
・

中
峠
・
中
里
地
区
に
お
住
ま
い
の

高
齢
の
方

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
竃

話
で
中
央
公
民
館
社
会
教
育
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
垂
（
狸
）
０
５
１
５
へ

※
参
加
殻
は
各
会
場
と
も
、
１
回

１
０
０
円
で
す
。

一
一

れ

優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選

▼開館1周年記念フェスティバル
千
葉
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
平

成
、
年
度
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手

に
、
市
内
在
住
の
吉
田
真
理
子

さ
ん
と
上
村
明
子
さ
ん
が
選
出

き
れ
、
３
月
ｎ
日
に
千
葉
県
庁

旱
璋
薑
害
ユ
ボ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
崖
一
三
雲
》

湖北骨折隣やンター

開館1周年記意

フェスティバル

’
一
一

、
;#，
癖、易

白8

一

4月24日(土）I4月25日(日）

あ
び

1030記念式典

l1:㈹記念講淡会
「これからの

地域づくり」
諦師井出隆雄

（熱蝋蕊）
13:㈹演劇、詩吟、

民謡

オークダンス、
フラダンス

多目的
ホール

↓
↑

鯉》哩醐馳一
に
吉
田
さ
ん
と
上
村
さ
ん

あ
れ

和室l13:側お茶席|9:mお茶席
工作室|陶芸作品展示､陶芸作品づくり実減

昔
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

二
人
と
も
、
仕
事
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
と
の
両
立
が

悩
み
の
種
だ
そ
う
で
す
。

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

市
に
住
む
友
人
も
表
彰
を
受
け
、

で
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

吉
田
ざ
ん
は
、
昨
年
の
ジ
ャ
パ

ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
や
り
投

げ
と
円
盤
投
げ
を
大
会
新
記
録
で

優
勝
。
上
村
さ
ん
は
、
ジ
ャ
パ

ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
や
り
投

げ
で
の
一
昨
年
と
昨
年
の
連
続
優

勝
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

吉
田
さ
ん
と
上
村
ざ
ん
は
、
桜

ヶ
丘
養
護
学
校
（
千
葉
市
）
で
、

と
も
に
学
ん
だ
仲
。
当
日
は
、
他

▽
場
所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

〉
問
い
合
わ
せ
湖
北
台
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
垂
（
師
）
１
１
２

２

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
は
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

開
館
１
周
年
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。
（
左
表
参
照
）

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
４
月
型
日
（
土
）
午
前
、

時
犯
分
か
ら
午
後
５
時
、
お
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

､

絵画、
短歌、
展示

はがき絵､生け花､刺しゅう、俳句、
読書会、おもちゃ図書館などの作品会 議 室

こ
|卿芸、革工芸、ガラスエ芸、七宝工芸など
の作品展示

防 音 室

れ
ふれあい
調理室

弁当調理・販売 親子料劉獣室

屋外|自治会、団体､サークルの模擬店

－
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忘れずに納めましょう|’
融性ｾﾝﾀー 雛(ｳｨﾒﾝｾﾐﾅ-I)
女性問題基礎講座一気づきへのｱﾛー ﾁ すこやか学級参加者と

割
かたくらななみ

片倉七海ち
（東我孫子･1歳2ｶ

服‘

’
1

す

こ

，日時5月から平成12年3月ま

での主に第3金曜日午前9時50分

から11時30分（全12回）

し場所中央公民館

歩内容受講者で話し合い決定し

ます（昨年は福祉、歴史、法律な

どを学習しました）

し対象・定員昭和9年4月1日

以前に生まれた人、40人（応募者

多数の場合は抽選）

し参加費1000円

し申し込み・問い合わせハガキ

に希望講座名、住所、氏名、生年

月日、電話番号を明記し、4月23

日（金・消印有効）までに中里81

の3湖北地区公民館盃(88)4433へ

結婚や少子高齢社会をテーマに

男女共同参画社会の実現に向け、

個性を大切にした生き方とは何か

を考える講座です。（受講無料）

▼ウィメンズセミナーI

１
１

■詞■

今 月の休館日
少

ち
や
ん

瞳
繩
燕

講座名・内容
●

家庭の中のジェンダー１マ

日
一
ア

'家族という関係I
「変わる結婚の情景」

5月28日（金）
13:00～14:30

’
たかぎけんご

高木健吾くん
(天王台・1歳2カ月）

家族という関係I
「ジェンダーで読む家族法」

5月28日（金）
14:45～16:15

6月4B(金）
11:00～12:30

少子社会の家族観

園 固園回 処」
6月4B(金）
13:30～15:00布佐新緑まつ 多様な結婚多様な家族

テーマ2男女共同参画社会への道

’
伝日時。場所4月24日(土)午前

10時から午後3時、布佐駅前通り

(雨天の場合は、25日に延期）

傍内容花のプレゼント青空市

布佐中学校吹奏楽部の演奏、包丁

研ぎ・リペアコーナー（先着300

丁・ハサミは不可）、愛の献血他

，問い合わせ小山容(89)2188

せっけんの語り部養成講座 6月1旧（金）
13:00～14:30

時代を変えた女性たち｢参珈僅
獲得運動から今日まで」

6月1旧（金）
14:45～16:15

女性の参画はどこまで進んだが
｢統一j肪選挙と女性を中心に」 ’’

手賀沼の汚染の主な原因は生活

排水で、特に洗剤が大きく影響し

ています。石けん利用推進協議会

では、PTA活動、講習会などに

より、石けんの利用推進を図って

います。あなたも石けん利用推進

のパートナーになってみませんか。

▼石けんの語り部養成講座

非常勤交通指導員
中高年男性のための
料 理 教室参加者 ’’6月16日（水）

13:00～15:00
県民の日関連行事(公開講座）
｢男女銅参醗絵舜法について」 市では、小学校児童の登校時の

交通事故防止と、正しい交通ルー

ルやマナー指導のため、通学路の

危険箇所に交通指導員を配置して

います。次の要領で指導員を募集

しますので、ぜひご応募ください。

’募集人数我孫子・天王台地区

･･･1人湖北台地区…1人湖北・

新木地区…2人布佐地区･1人

し応募資格①交通安全に熱意の

ある、20歳から65歳までの健康

な方（男女は問いません）②登校

時に週2回程度、各学区内の街頭

指導ができる方③委嘱から最低2

年間業務につける方（非常勤特別

職として、6月から委嘱予定）

，申し込み・問い合わせ履歴書

（写真・ライカ版で最近6カ月以

内に撮影したものを貼布）に必要

事項を明記し、4月30日(金)まで

に交通整備課冠(85)1111へ持参

.；UU～lO6UUIi弱且六lql彦画暉曾

テーマ3高齢社会と女性
腰日時5月15日、7月17日、8

月21日、9月18日、10月16日のい

ずれも土曜日午前10時30分から午

後2時(5月15日は午前10時から）

し場所湖北地区公民館

傍定員先着20人

，参加費4000円（全5回分、材

料費を含む）

し持参エプロン、三角きん、ふ

きん

し申し込み・問い合わせ電話で

ボランティアセンター壷(85)5233

へ（±日曜日は除く）

6月23日(氷）
13:00～14:30

高齢社会日本の現状と課題

6月23B(水）
14:45～16:15

介護をめぐる諸問題
「介護保険」

’ ’家庭婦人卓球大会 7月1日（木）
11:00～12:30

女性の年金
｢世帯単位から個人単位へ」

7月1日（木）
13:30～15:00

人生80年時代の
パートナーシップ

候日時。場所5月11日(火)午前

9時30分開始、市民体育館

伝種目AB・Cラン ク 別 シ ン

グルス(60歳以上の男性の出場可。

ただし、全国大会出場者は除く）

し参加費500円

,申し込み。問い合わせハガキ

に大会名、ランク、住所、氏名、

電話番号を明記し、4月23日（金・

必着）までに天王台2の8の15

桑江芳子壷(84)5559へ

伝場所県女性センター

惨定員60人（テーマごとの受講

も可、応募者多数の場合は抽選）

し申し込み・問い合わせ電話ま

たはハガキで講座名、住所、氏名

電話番号を明記し、5月9日（日）

までに〒277-0882柏市柏の葉4の

3の1同センター金(40)8602'X

１
１
１
１
１

‐
■
■
■
頂
Ｌ
■
Ｆ
Ｌ
ｐ
Ｌ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
ｌ
ｌ
Ｄ
Ｉ
ｂ

P場所第1回･中央公民館2

回目以降…ふれあい工房（見学会

講演会は未定）

し対象。定員全日程出席できる

方、10人（先着順）

し参加黄無料

※全講座出席された方は講師とし

て認定します。以降、講師派遣さ

れた場合は報酬が支払われます。

，申し込み。問い合わせ電話で

4月30日(金)までに商工観光課壷

(85)1111内線329へ

ﾀﾄ国人のための日本語講座受講者・
講座を受講する母親のための
ベビーシッターボランティア

’我孫子将棋大会I
外国人の方、日常生活に必要な

日本語を学んでみませんか。日本

語を学びたい外国人をご存じの方

は、この教室をご紹介ください。

仁開講日時・場所火曜日コース

（市民ブラザ）･･･毎週火曜日午前

10時30分から正午(5月18日開講）

土曜日コース（中央公民館）…毎

週土曜日午後1時30分から3時30

分（5月8日開講）

，受講料無料(テキスト代実費）

し申し込み・問い合わせ電話ま

たはファクスで我孫子市国際交流

協会(AIRA)事務局公(83)12

31、ファクス(83)2005'､

※幼児を連れて日本語を勉強して

いる外国人のお母さんが困ってい

ます。授業の間だけ「ベビーシッ

ター」を引き受けていただける方

を募集しています。年齢性別は

問わず、外国語は必要ありません。

似申し込み．問い合わせ5月10

日(月)までに、同事務局へ

｜

’i賊ﾃﾆｽ縣媚雄鶴会
伝曰時5月2日(日)から5日

(祝)の各日いずれも午前10時から

し場所金子卓球場(市役所近く）

し参加費1500円（昼食代含む）

し申し込み・問い合わせ電話で

金子壷(82)3394へ

園図画壁

'日時5月16日(日)午前8時30

分集合(雨天の場合は23日に延期）

し場所市民体育館

し種目シングルス男・女

修参加資格市内在住者

修参加費1人1000円

駁申し込み。問い合わせ現金書

留で住所、氏名、年齢、性別、電

話番号を明記し、5月10B(月

消印有効）までに湖北台7の20の

83の201高田英志容(87)2725'X

｜

|Iﾘﾄﾙ．ｶﾗﾃ'ｸﾗブ会員

，練習日時毎週日曜日、小・中

学生…午前8時30分から10時、高

校生以上･･午前10時30分から正午

’場所並木小学校体育館

し会費小・中学生…月額2000円

高校生以上･月額2500円

し申し込み・問い合わせ電話で

吉岡公(84)2577へ

’
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し日程。内容4月23日(金)･･･ジ

ェンダーフリー（男女平等に取り

組む学校のドキュメント）5月

7日(金)．．一緒に歩こう！よきパ

ートナーになるために

し時間午前10時30分から正午

，場所市民プラザ(参加費無料）

，問い合わせあびこ女性会議・

内田壷(89)0418(保育が必要な

方は事前に連絡してください）

’ ’市営住宅入居者

し募集住宅東我孫子B(3DK)

2戸、小暮(2DK)2戸、都部

(2DK)1戸

似申込期限4月23日（金）

※応募資格、家賃等、詳しくは施

設建設課容(85)1111内線570'X

’ ’ｿﾌﾄﾃﾆｽ獺子跨献会

園|唾圃園伝日時。場所4月29日(祝)午前

8時30分受付、市民体育館（雨

天の場合は5月3日に延期）

し種目一般男子、シニア男子

(45歳以上59歳以下)、シニア男

子（60歳以上)、一般女子、シニ

ア女子（45歳以上）

し参加資格高校生以上の市内在

住在勤在学者

似参加費1チーム1000円

し申し込み。問い合わせハガキ

に2人の住所、氏名、年齢、電話

番号、種目を明記し、4月23日

(金必着）までに下ヶ戸595の．

3石嶋志康云(82)9713へ

’’定例教育委員会
|懲鶴苧壽襄贈今’

護老人ホーム
」ボランティア '日時・場所4月27日(火)午後

1時30分、水道局4階会議室

し問い合わせ教育委員会総務課
’ 惨内容①特別養護老人ホームで

高齢者の生活介助、買い物、外出

などの手伝い②デイサービスセ

ンターで高齢者の介助、趣味、講

座などの手伝い

し日時事前説明会･･･4月22日

(木)、研修会…23日(金)、24日

(土)いずれも午後1時から3時

し場所特別養護老人ホーム「和

楽園」（湖北駅北口から午後0時

50分発の無料送迎バスを運行）

し申し込み・問い合わせ電話で

ボランティアセンター盆(85)5233

へ（土・日曜日は除く）

第19回民謡･舞踊鑑賞会

，日時4月29日(祝)午前10時

開場、10時30分開演

し場所市民会館（入場無料）

し内容民謡舞踊の指導者によ

る質の高い演目を披露します

し問い合わせ中野壷(88)1791

ファクスによる登記インフォメーション
サービスをご利用ください ｜
登記所では、登記簿謄本の申請

方法などについて、ファクスによ

る情報提供をしています。24時間

いつでも情報を取り出せますので

ぜひご利用ください。

桜登記インフォメーションサービ

ス番号043(238)2118，2119

レ問い合わせ千葉地方法務局柏

支局公(67)3309

|’ 千 葉県警察官

し受付期間4月28日(水)まで

し試験日5月22日(土）

▼受験資格

’
'日時4月17日(土)から21日

（水）午前10時から午後5時

仁場所市民プラザ（入場無料）

，問い合わせ鈴木壷(82)0900

陸悪霊｡難聴者の集い｜
，日時4月23日(金)午後1時30

分から3時30分（参加費無料）

，場所中央公民館

b内容手話を使ったゲーム、会

員の体験談

し対象中速失聴者、難聴者
仁問い合わせ渋谷盆(85)0685

（ファクス兼用）

第22回家庭婦
バドミントン大 ’

人
会’

修曰時。場所5月18日(火)午前

9時開会、市民体育館

，種目ランク別ダブルス（1部

から4部）

し参加資格市内在住の家庭婦人

修参加費1人900円

陰申し込み。問い合わせハガキ

に2人の住所、氏名、電話番号、

ランクを明記し、5月10B(月・

必着）までに並木8の10の19白

鳥明美壷(82)0756"､

|ﾃﾚﾎﾝｻーｽ|恐(85)13131
1日I恥当番医･1iml川の行事’｜ l

L若竹剣友会会員｡難聴者の集い
’
1 |ﾃﾚﾎﾝｻーピｽ|丑(87)11411

し練習日毎週日曜日午前9時30

分から11時30分

伝場所湖北台西小学校体育館

，対象小学1年生から6年生

，会費月額500円（入会金3000

円）

惨申し込み練習会場で随時受付

し問い合わせ秋葉壷(88)8470

惨採用予定時期男子(A)y'･男

子B…平成11年10月、男子(A)=r･

女子A…平成12年4月

※詳しくは、我孫子警察署警務課

a(82)0110/､

◎公共施設利用の継続的な活動は、

優先的に場所が確保されているも

のではあり．ません。

』

｜夜間当番医

’ |ﾃﾚﾎﾝガｲド|恐(85)50001

｜
I 人口と世語数

や人口

p世帯数

(4月1日現在）

127,041人

45,886世帯

この広報紙は再生紙を使用しています

項目

固定街産税・都市計画税
第1期分

国民年金(払込期限）

水道料･金

納期限
(口座振替日）

30(金）

30(金）

26(月）

市 民図書館

峡･洲馳舩剛

鳥 の博物館

市 民 プ ラ ザ

市民会館

”剛･鯛剛ｾﾝﾀー

市 民体育館

ふれあい工房

19(月)､26(月）

19(月)､26(月)､29(祝）

19(月)､26(月)､30(金）

22(木）

19(月)､26(月）

19(月)､26(月)､27(火）
29(祝）

26(月）

19(月)､26(月）

眉程

5月1旧（

5月25日（

6月18(，

15日(災）

6月29日快）

I

時 間

10:00～12:00

10:00～12:00

iO:00～12:00

未定

13:30～15:30

縄習内容

石けん学習会

洗濯学習会

石けん作り

見学会(弁当持参）

講演 会

第11回美術家協会展 男子

(A)ァ

男子

(A)ィ

男子

(B）

女子

(A）

大学(短大を除く)を卒業した方で昭和
43年10月2日から52年4月1日生まれ

大学(短大を除く)卒業見込みの方で
44年4月2日から53年4月旧生まれ

男子(A)に該当し底い高卒以上の方で
43年10月2日から56年4月1日生まれ

大学(短大を除く)既卒､卒業見込みの
方で44年4月2日から53年4月旧生まれ

ﾌｱｸｽガｲﾄ゙ 融(83ｳ600［


